
 

 

 

●●●主な記事●●● 
P２ 生活困窮者自立支援法から考え 

る権利擁護・市民後見人学習講 

座開催 

P３ さみずの郷から、こんにちは 

ボランティアコーナー 

P４ 社協予定表 

いいづなの福祉事業所紹介 

自然育児のススメ 

ふれあい広場実行委員募集 

P５ お知らせ・募集 

 まちがいさがしクイズ解答 

P６  まちがいさがしクイズ 
新 ささらばさら(➍コママンガ) 

りんごのつぶやき 

   
 

 
 
今年度、つながり隊※のモデル地区として福井地区を指

定しました。モデル地区には委員長を補佐し、協力員と

して活動を行う『支えあいコーディネーター』の女性を

２名配置し、継続した支え合い活動を推進することで孤

立防止をするとともに顔の見える地域づくりが期待され

ます。６月２７日に懇談会とお楽しみ食事会が開催され、

参加者３３名の方が手づくりの食事を通して、つながり

を深めました。 

※つながり隊は、地区福祉推進委員会の愛称 

この広報紙は、地域福祉を推進するために社協の事業内容など飯綱町の地域福祉に関する新鮮な情報を掲載し、 
共同募金の配分金を財源として発行されています。 

「福井地区つながり隊」 
 

～平成２７年度 モデル地区始動～ 
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４月に生活困窮者自立支援法が施行され、生活困窮者等への包括的な支援も行われるようになり

ました。さらに認知症等により判断能力が低下し、悪徳業者から高額な商品を売りつけられるとい

ったことが発生しています。高齢者の財産や権利について一層考える必要も増してきています。 

今回６月１１日より計３回にわたり、これらの人を守ったり支援するため、市民後見人や権利擁

護について考えるための講座を開催しました。今回、講座で扱った各種制度の一部をご紹介します。 

■生活困窮者自立支援法とは？ 

最低限度の生活を維持することができなくなるおそれのある人に対して、自立の促進を図るため

の措置を講ずることを定めた法律。働きたくても仕事がない、家族の介護のために仕事ができない、

社会に出るのが怖くなったなど、さまざまな困難の中で生活に困窮している人に包括的な支援を行

ないます。 

■権利擁護とは？ 

① 本人の意思を自由に決定できる環境を整え、それを行使することを支援することが目的。 

② 本人に対する権利侵害の解消及び予防することが目的。 

■成年後見制度ってどんな制度？ 

認知症、知的障害、精神障害などの理由で判断能力が不十分なために、財産侵害を受けたり、人

間としての尊厳が損なわれたりすることがないように、法律面や生活面で支援する制度で、『法定後

見制度』と『任意後見制度』という２種類があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■市民後見人とは？ 

  

 

 

 

 

  
法定後見制度 

 
後見 

 
補佐  

補助 

すでに判断能力が不十分な方に  
任意法定後見制度 

将来の不安に備えたい方に 

生活困窮者自立支援法から考える権利擁護・市民後見人学習会開催 

法定後見制度は、家庭裁判所が判断能力の程度など本人の事情に応じて成年

後見人等（成年後見人・補佐人・補助人）を選任し、本人を保護・支援します。

利用するためには、家庭裁判所に審判の申立てを行います。 

なお、利用する制度によって、成年後見人等に与えられる権限は異なります。 

成年後見制度の相談窓口 

市町村に設置されている地域包括

支援センター、日本司法支援センター

(法テラス)、成年後見制度に関わる専

門職団体(弁護士会、司法書士会、社会

福祉士会、税理士会等)に、利用のため

の手続き、必要な書類等、相談するこ

とができます。 

認知症や精神障害などで判断能力が不十分になった

人を支援する、地域の一般市民です。本人に代わって、

『財産管理』や介護施設の入居手続などの『身上監護』

を行ないます。 

◆この講座は飯綱町社会福祉協議会が飯綱町成年後見制度普

及啓発事業を受託し、開催されました。 



                           

                           

                            

         
 

   

 

地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
、
町

民
な
ら
誰
で
も
気
軽
に
集
ま
れ

る
「
憩
い
の
場
」
と
し
て
、
左
記

の
と
お
り
街
中
サ
ロ
ン
「
楽
ら

く
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

忙
し
い
日
常
に
、
『
ホ
ッ
と
』

ひ
と
息
入
れ
ま
せ
ん
か
。
皆
様
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

『
さ
み
ず
の
郷
か
ら
、
こ
ん
に
ち
は

』 
さ
み
ず
の
郷
で
は
、
午
後
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
時
間
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
演
奏
会
な

ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

先
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
オ
カ
リ
ナ
の
会
に
よ
る
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 ご

利
用 

者
様
は
、 

歌
詞
カ
ー 

ド
を
見
な 

が
ら
童
謡 

『
夏
は
来 

ぬ
』『
海
』 

『
故
郷
』
や
『
瀬
戸
の
花
嫁
』
な

ど
の
歌
謡
曲
を
歌
い
ま
し
た
。
時

折
、
「
よ
く
み
え
な
い
な
ぁ
～
」

と
言
い
な
が
ら
も
、「
昔
の
歌
は

見
な
く
て
も
歌
え
る
よ
、
子
ど
も

の
頃
に
歌
っ
た
か
ら
ね
」
と
会
場

全
体
に
大
き
な
歌
声
を
響
か
せ

て
い
ま
し
た
。 

演
奏
後
は
、
ご
利
用
者
様
と
一

前
号
の
ふ
れ
あ
い
ぽ
け
っ
と
で
清

拭
布
の
募
集
を
し
た
と
こ
ろ
、
多
く

の
町
民
よ
り
多
数
お
寄
せ
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
紙
面
を
借
り
ま
し

て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

期

日 

毎
月
第
２
、
４
金
曜
日 

時

間 

午
前
９
時
30
分
か
ら 

午
前
11
時
30
分 

場

所 

飯
綱
福
祉
セ
ン
タ
ー 

(

牟
礼
２
７
９
５-

５) 

内

容 

・
お
茶
会 

・
季
節
の
行
事 

参
加
費 
無
料 

備

考 
遠
方
か
ら
お
越
し
の
方

は
、
ア
イ
バ
ス
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。 

お
茶
会 

七
夕
飾
り
作
り 

お
餅
つ
き 

お
抹
茶
会 

緒
に
お
茶 

を
飲
み
な 

が
ら
今
度 

は
ワ
ハ
ハ 

お
ほ
ほ
の 

大
合
唱
。 

（
歌
で
は 

あ
り
ま
せ 

ん
。
お
話 

し
で
す
。） 

ぜ
ひ
、 

皆
さ
ん
も 

歌
声
広
が 

る
さ
み
ず 

の
郷
に
お 

越
し
く
だ 

さ
い
。 



                           

                           

                           

                       
 

   

月 日 曜日 内容 月 日 曜日 内容 

８ １ 土 手 話 チ ャ レ ン ジ 講 座 ８ 25 火 わ ら び 会 

 11 火 手 話 チ ャ レ ン ジ 講 座  28 金 街 中 サ ロ ン 「 楽 ら く 」 

 17 月 オ レ ン ジ カ フ ェ     

「
人
生
を
楽
し
む
」 

 

あ
お
ぞ
ら
で
は
、
ご
利
用
者
様
の
個
々
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
余
暇
活
動
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

 
そ
の
一
環
と
し
て
、
ご
利
用
者
様
が
自
ら

作
っ
た
お
弁
当
を
持
っ
て
、
霊
仙
寺
湖
に
ハ

イ
キ
ン
グ
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
調
理
で

は
、
サ
ラ
ン
ラ
ッ
プ
を
使
っ
て
お
に
ぎ
り
を

握
っ
た
り
、
玉
子
焼
き
の
卵
を
丁
寧
に
溶
き

ほ
ぐ
し
た
り
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
包
丁
で
切

る
事
が
難
し
く
上
手
く
切
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
手
で
割
く
方
法
に
変
え
る
こ
と
で
、
茹

で
あ
が
っ
た
も
の
を
お
弁
当
箱
に
詰
め
る

ま
で
自
分
で
で
き
、
お
い
し
い
お
弁
当
を
楽

し
く
作
る
事
が
出
来
ま
し
た
。 

当
日
は
絶
好
の
行
楽
日
和
で
し
た
の
で

頑
張
っ
て
作
っ
た
お
弁
当
が
一
層
お
い
し

く
感
じ
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う

な
活
動
を
通
し
て
ご
利
用
者
様
の
得
意
な

領
域
が
伸
び
て
い
け
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

私
達
は
こ
れ
か
ら
も
ご
利
用
者
様
の
笑
顔

を
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
共
に
成
長
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

飯綱町社会福祉協議会 予定【平成２７年８月】 

 

 

最
近
の
子
育
て
支
援
に
「
お
母
さ
ん
も
勤

め
易
い
」
環
境
作
り
を
感
じ
ま
す
。
待
機
児

童
を
減
ら
し
た
り
、
父
の
育
児
休
暇
が
奨
励

さ
れ
た
り
、
休
ま
ず
積
極
的
に
働
き
続
け
た

い
母
に
と
っ
て
良
い
流
れ
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
自
然
育
児
と
し
て
は

「
子
育
て
に
専
念
で
き
る
」
環
境
を
も
っ
と

大
切
に
し
て
貰
い
た
い
で
す
。
社
会
に
逆
流

す
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
「
母
に
な
っ
た

ら
子
育
て
優
先
」
の
方
が
良
い
よ
う
に
思
っ

て
い
ま
す
。 

私
の
場
合
、
幸
せ
が
「
労
働
～
消
費
（
物

や
経
験
を
得
る
）
循
環
の
中
に
あ
る
」
と
い

う
思
い
込
み
や
「
お
勤
め
最
優
先
」
と
い
う

感
覚
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
、
不
運
で
し

た
。
母
に
な
る
こ
と
は
大
変
で
、
勤
め
て
い

た
頃
の
方
が
楽
に
感
じ
た
く
ら
い
で
す
。

「
お
母
さ
ん
も
勤
め
る
魅
力
に
母
業
か
ら

離
れ
ら
れ
る
」
こ
と
が
あ
る
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。 

労
働
時
間
が
長
く
な
れ
ば
、
子
ど
も
に
つ

い
て
何
か
を
感
じ
取
る
時
間
が
少
な
く
な

る
・
・
・
。
自
然
育
児
を
通
し
て
感
じ
た
こ

と
は
「
子
育
て
を
外
注
せ
ず
に
、
自
分
で
自

分
の
子
ど
も
を
育
て
て
行
こ
う
」
と
い
う
こ

と
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

つ
づ
く 

ｂ
ｙ
唯
○
母 

皆
で
お
祭
り
を 

盛
り
上
げ
ま
せ
ん
か
？ 

～

実

行

委

員

募

集

～ 

毎
年
、
住
民
の
皆
様
の
協
力
に

よ
り
開
催
し
て
い
る
『
ふ
れ
あ
い

広
場
』
を
、
今
年
は
町
が
10
月
24

日
（
土
）
に
開
催
を
予
定
し
て
い

る
『
り
ん
ご
の
里
祭
り
（
仮
称
）
』

に
あ
わ
せ
て
開
催
し
ま
す
。 

開
催
に
あ
た
り
、
一
緒
に
お
祭

り
を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
る
実

行
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 

◆
実
行
委
員
の
役
割 

ふ
れ
あ
い
広
場
の
企
画
・
運
営
な
ど 

 

※
実
行
委
員
と
し
て
、
活
躍
い
た

だ
け
る
方
は
、
左
記
に
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。
実
行
委
員
会
の

日
程
を
お
伝
え
し
ま
す
。 

《
お
問
合
せ
》 

飯
綱
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

電

話:

２
５
３-

１
０
０
１ 

０
５
０-

３
５
９
５-

１
０
０
２ 

Ｆ
Ａ
Ｘ:

２
５
３-

１
０
０
２ 

 

飯

綱

町

の

事

業

所

紹

介

. 

《
社
協
以
外
の
事
業
所
を
紹
介
し
ま
す
》 



 

                        

  

                           

                           

                          
 

答え 

「ゴミステーションのゴミ」 

「雲の数」 

「保育園の形」 

速水 麦穂様 / 和田 優星様 / 佐野 美和子様 / 

田中 幸子様 / 髙橋 富子様 

上記の皆様が当選されました。おめでとうございます。 

※景品の配布は当選から 2ヶ月ほどかかります。 

 
お

知

ら

せ

・

募

集

 
戦
後
70
年
記
念
誌 

「
恒
久
平
和
を
願
っ
て
」
発
刊 

◆
内

容 
戦
後
70
年
た
ち
、
戦
争
の
悲

惨
さ
を
知
っ
て
い
る
人
が
少

な
く
な
る
中
、
戦
没
者
遺
族

が
手
記
や
名
簿
を
掲
載
し
、

恒
久
平
和
を
後
世
に
伝
え
る

べ
く
発
刊
し
ま
し
た
。 

◆
価

格 

１
冊
２
，
０
０
０
円 

◆
備

考 

B5
版
、
１
９
２
頁 

◆
お
問
合
せ 

飯
綱
町
遺
族
会
事
務
局 

(

飯
綱
町
社
会
福
祉
協
議
会
内) 

電
話:

２
５
３-

８
４
５
６ 

 

手
話
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
の
開
催 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
い
い
づ
な
や

ま
び
こ
手
話
の
会
」
で
は
、
手
話
の
普
及
啓

発
と
障
害
者
の
理
解
を
目
的
と
し
て
『
手
話

チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
』
を
全
２
回
開
催
し
ま
す
。 

◆
内

容 

①
手
話
で
歌
を
歌
う 

 

『L
e
t
 

i
t
 

G
o

～
あ
り

の
ま
ま
で
～
』 

 

②
手
話
で
あ
い
さ
つ 

 
 

手
話
で
自
己
紹
介 

◆
日

時 

①
８
月
１
日
（
土
） 

 

②
８
月
11
日
（
火
） 

 

午
前
10
時
～
午
前
12
時 

◆
場

所 

元
気
の
館 

「
つ
ど
い
の
部
屋
」 

（
飯
綱
町
大
字
牟
礼
１
９
８
９
） 

◆
参

加

費 

無
料 

◆
お
問
合
せ 

飯
綱
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

 

電
話:

２
５
３-

１
０
０
１ 

 

婚
活
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
お
知
ら
せ 

《
ふ
じ
よ
し
食
堂
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
》 

左
記
の
日
程
で
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催

し
ま
す
。
町
内
未
婚
の
男
女
の
皆
さ
ん
！
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

◆
日

時 

８
月

29
日
（
土
）

19
時
～ 

◆
場

所 

ふ
じ
よ
し
食
堂
３
階
広
間 

 

（
飯
綱
町
牟
礼
２
７
２
６
） 

◆
募
集
年
齢 

男
性 

30
～
45
歳 

 

女
性 

制
限
無
し 

◆
募
集
人
数 

男
女
各
20
名 

◆
参

加

費 

男
性 

４
，
０
０
０
円 

女
性 

３
，
０
０
０
円 

◆
申
込
・
お
問
合
せ 

ふ
じ
よ
し
食
堂 

電
話:

２
５
３
‐
２
２
７
５ 

飯
綱
町
結
婚
相
談
所 

電
話:

２
５
３
‐
８
４
５
６ 

『
と
き
め
き
相
談
会
』
開
催 

《
27
年
度
相
談
日
の
お
知
ら
せ
》 

飯
綱
町
結
婚
相
談
所
で
は
、
未
婚
者
の
相

談
支
援
を
重
点
的
に
進
め
る
た
め
、
専
任
相

談
員
に
よ
る
相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

女
性
の
相
談
員
が
飲
み
物
を
用
意
し
お
待
ち

し
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。 

◆
時

間 

11
時
～
17
時 

◆
場

所 

元
気
の
館
知
識
表
現
の
部
屋 

◆
専
用
電
話 

０
８
０-

１
３
４
５-

６
０
３
４ 

ときめき相談会開催スケジュール 

開催月 開催日 

8 月 9 日(日)・23 日(日) 

9 月 13 日(日)・27 日(日) 

10 月 4 日(日)・17 日(土) 

11 月 8 日(日)・22 日(日) 

12 月 6 日(日)・20 日(日) 

平成 28年 1月 10 日(日)・24 日(日) 

平成 28年 2月 14 日(日)・28 日(日) 

平成 28年 3月 13 日(日)・26 日(土) 
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地
域
福
祉
の
推
進
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

     

―第１１１回― 今月も「まちがいさがしクイズ」に挑戦 
正解者の中から 5 名様に素敵な景品をプレゼント！ 

左右の絵を見比べて 3 つの間違い

の答えがわかった方は、左記の要領

で記入の上、ご応募ください。社協

ホームページクイズ応募フォーム

又は社協来所による応募も受け付

けております。(町内在住の方に限

る) 締切りは、8 月 1４日です。 

【消印有効】 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちがいさがしクイズ 

り
ん
ご
の
つ
ぶ
や
き 

   

何
年
か
前
、
東
京
の
靖
国
神
社
に
お
参
り
し
、
隣
の
博

物
館
も
見
学
し
て
き
た
。
展
示
内
容
に
つ
い
て
は
賛
否

様
々
な
意
見
が
あ
り
、
自
分
も
「
え
っ
？
」
と
思
う
内
容

も
あ
っ
た
が
、
た
く
さ
ん
の
英
霊
の
犠
牲
の
上
に
今
の
平

和
が
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思

っ
た
。 

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
生
前
「
あ
ん
た
た
ち
に
戦
中
戦
後
の
苦

し
い
時
代
の
こ
と
な
ど
、
理
解
し
ろ
っ
て
言
っ
て
も
難
し

い
だ
ろ
う
が
・
・
・
」
な
ど
と
前
置
き
し
な
が
ら
も
、
東

京
大
空
襲
時
の
様
子
を
何
度
も
繰
り
返
し
話
し
て
い
た
。

当
時
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
東
京
郊
外
の
病
院
に
入
院
し
て
い

た
そ
う
で
、
病
室
か
ら
見
え
る
東
京
大
空
襲
の
様
子
は
、

不
謹
慎
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
そ
れ
は
綺
麗
な
花
火

の
よ
う
だ
っ
た
と
言
っ
て
い
た
。 

親
も
「
戦
中
戦
後
は
ひ
ど
い
時
代
だ
っ
た
、
も
う
あ
ん

な
時
代
は
嫌
だ
」
と
付
け
加
え
て
当
時
の
体
験
を
何
度
も

語
っ
て
い
た
。
遠
く
か
ら
今
の
飯
綱
町
に
疎
開
児
童
が
来

た
と
か
、
工
事
で
や
っ
て
来
た
朝
鮮
人
が
終
戦
を
「
マ
ン

セ
ー
マ
ン
セ
ー
」
と
喜
ん
で
い
た
と
か
、
学
校
の
先
生
が

「
神
国
日
本
は
絶
対
に
勝
つ
」
と
授
業
で
教
え
て
い
た
と

か
、
育
ち
盛
り
な
の
に
食
べ
物
が
無
く
腹
が
減
っ
て
つ
ら

か
っ
た
と
か
、
今
で
も
い
ろ
ん
な
体
験
談
を
話
す
こ
と
が

あ
る
。 

戦
中
戦
後
を
経
験
し
た
方
だ
れ
に
聞
い
て
も
皆
「
戦
争

は
も
う
嫌
だ
」
と
言
う
。
だ
が
戦
争
か
ら
復
讐
を
誓
え
ば

そ
れ
は
新
た
な
戦
争
を
呼
び
、
悲
し
み
苦
し
み
を
語
り
伝

え
れ
ば
戦
争
抑
止
力
に
な
る
。
そ
の
岐
路
に
立
っ
て
い
る

戦
後
70
年
の
今
年
、
戦
争
経
験
者
は
遠
慮
せ
ず
我
々
若
い

者
に
、
自
身
の
体
験
や
思
い
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
。
我
々

も
日
本
の
将
来
を
真
剣
に
考
え
る
契
機
と
な
り
ま
す 

ハガキ表 

389-1201  

 

飯綱町芋川 181 

飯綱町社会福祉協議会 

｢まちがいさがし｣ 

ハガキ裏 

・こたえ 

・じゅうしょ 

・なまえ 

・でんわばんごう 

・今月号の感想など 

※第 110 回まちがいさがしクイズの答えと当選者の発表は前ページに掲載してあります。 

《発行》ふれあいぽけっと編集委員会(事務局：飯綱町社会福祉協議会) 〒389-12０1 長野県上水内郡飯綱町大字芋川 181 

☎026-253-8456 FAX026-253-2907 E メール iishakyo@ii-shakyo.or.jp HP http://ii-shakyo.or.jp 
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